
1年を振り返りながら、年の瀬を感じるこの頃。皆さまはいかがお過ごしでしょうか。

今冬は平年並みか少し寒い予報が出ていますので、体調に気を付けながら活動をしていきましょう。

さて、今回は前号から12月までの活動報告と今後の主な活動予定について取り上げています。

寒い冬ですが、参加しやすくなる工夫もしていますので、是非最後まで御覧ください。

令和４年度第３号
令和４年12月14日発行

（写真：小菅村内2021.12.22）

森林隊通信前号～今号までの活動報告

「授業だけでは理解できなかった枝打の
意味が良くわかりました」と言ってもらえました。

地道で手間がかかる作業と感じたそうですが
真剣に取り組んでいました。

大学生による枝打作業を実施しました
10月22日（土）、11月12日（日）、11月27日（日）の３日間は、上智大学、東京農業大学、

東京農工大学の学生による枝打作業を実施しました。

普段、水利用や森林に関して学んでいる学生や他の団体で森林ボランティアをしている学生など

が参加し、枝打の目的や技術について、活動を通じて学んでいただけました。

NHKのニュース番組の取材を受けました

NHK総合「首都圏ネットワーク」の番組の中で隊員の柏村さんがイン

タビューを受けました！

「東京水道の日」として制定されている12月1日に合わせて「東京の

水源を探る」と題して、森林隊の活動の一部が放送されました。

※東京の近代水道は、1898（明治31）年12月1日に淀橋浄水場より

、神田・日本橋地区に給水を開始しました。水道局ではこれを記念して

、12月1日を「東京水道の日」として制定しています。

取材を受ける柏村さん⇒



参加者が協力して、大小の苗木を植え付けました。 小河内貯水池を見ながらの休憩です。

午後は、サス沢山展望台の見学を行いました。
展望台からは主要な山々が見えており、多摩川

上流域の森林の広がりについて体感していただく
とともに、森と貯水池のつながりについて、改め
て理解を深めていただきました。

森林隊の目的について、理解を深める活動を行いました。

12月4日（日）、8日（木）、10日（土）で、植栽活動とサス沢山展望台見学を行いました。
ベテラン、初心者と多くの方に参加していただきました。
3日間とも天候に恵まれ、暖かい気温の中、落ち着いて活動することができました。
午前は、運搬したツツジ類やヤマザクラの植栽を協力して行いました。

植栽地まで片道20分程度苗木の運搬をしました。 指導員の指示に従って、丁寧に植え付けました。

展望台見学の様子。
午前の活動場所も良く見えました。⇒

今回植栽を行った水源地ふれあいのみち小河内ゾーンは、水道水源林と小河内貯水池（奥多摩湖）
の役割が分かる気軽なハイキングコースとして整備されているものです。
植栽に合わせて、その役割や成立ちについて説明を行い、参加者からは「何百回と来ているけど、

知らなかった」「活動を通じて、説明の意味がよくわかった」などの声をいただきました。



冬の間「森林隊入門デー」増やします！

「森林隊入門デー」知っていますか？

12～3月まで月2回実施します。

森林隊では、初めて参加する方や作業に不安のある方のために「森林隊入門デー」を開催してい

ます。「最初は短い作業時間からスタートしたい」、「水道水源林や森林隊についての話を聞いて

から作業したい」という方にピッタリです。

出発前に、説明する時間を設けていますので、森林のことや活動目的などを学んでから、作業に

挑戦できますよ。

森林隊入門デーは通常月1回の開催としていますが、今年度の冬は月2回開催します。

この期間は土・日も開催しますので、「平日は参加できなかった」という方も参加できますよ。

是非この機会に、活動に参加して見てはいかがでしょうか。

【実施日】
12月17日（土）、21日（水） 1月 8日（日）、25日（水）
2月11日（土）、22日（水） 3月19日（日）、29日（水）

今年度は1月14日（土）に実施します。

次回の安全管理講習会は、普通救命講習と枝打の動画を使った意見交換を実施します。

まず、午前中は奥多摩消防署で普通救命講習を実施します。

万が一の病人や怪我人が発生した際に、全員で協力して対応できるようＡＥＤの使い方なども学び

ます。

また、午後は、事前に撮影した枝打作業の動画を使用して、良い点や改善点について意見交換を行

います！枝打の経験が浅い方にこそ参加していただきたいと思いますので、積極的な御参加お待ちし

ております。

令和4年度第2回安全管理講習会の実施について

昨年度の
救命講習の様子

昨年度の
意見交換の様子

【募集期間】12月17日～

初心者大歓迎です！


